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平成28年度　一般会計予算

平成28年度   一般会  計予算を可決
歳入歳出それぞれ119 億68 万9000円　    前年度比 2.9％減

　
2
月
25
日
か
ら
3
月
17
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
、
平
成
28
年
第
1

回
三
芳
町
議
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
町
長
提
出
の
議
案
28
件
、
同
意
1
件
、
議
会
提
出
の

発
議
1
件
、
意
見
書
5
件
中
4
件
を
『
可
決
』、『
同
意
』
し
、
そ
の
う
ち

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
、
企
業
会
計
予
算
、
第
5

次
総
合
計
画
は
「
平
成
28
年
度
予
算
及
び
三
芳
町
第
5
次
総
合
計
画
特
別

委
員
会
」
で
審
査
し
た
の
ち
『
可
決
』
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
長
を
除
く
14
人
の
議
員
全
員
が
一
般
質
問
に
お
い
て
、
住
民

の
代
弁
者
と
し
て
様
々
な
問
題
点
を
町
政
に
問
い
ま
し
た
。

平成 28 年
第1回 定例会

（2 月 25 日～ 3 月 17 日）

日本共産党

　高齢者の地域福祉バ
ス券廃止や介護保険利用者負担助成
を 2 分の 1 から 4 分の 1 に減額す
るなど、生活を支える扶助費の削減
や繰出金を減らして国民健康保険税
の値上げが行われている。反面、三
芳スマート IC 大型車導入への支出
額は、1億 5000 万円強。福祉後退
の内容なので認められない。

町民税� 26 億 2344 万円
（住民・法人からの住民税）
固定資産税及び都市計画税� 40 億 2592 万円
（土地・建物・機械などの固定資産税・都市計画税）
地方消費税交付金� 7 億 3200 万円
（消費税 8％のうち 1.7％を県と市町村で按分）
健康長寿事業県補助金� 3000 万円
（みよし野菜　食べて歩いて健康長寿事業の県補助金）
ふるさと納税寄附金� 600 万円
資源物売却代金等� 2015 万円
（資源ゴミを売却した収入、品質や異物混入率等により値段が決まる）

歳 入 の 主 な 内 容

町税

町債

国庫支出金

繰入金

県支出金

地方消費税交付金

その他

民生費

総務費

衛生費

教育費

公債費

土木費

消防費
その他

平成 27年度 平成 28年度 平成 27年度 平成 28年度

2億9628万5000円
2億7308万9000円

41億4428万円 40億6332万2000円

17億5086万3000円 16億293万5000円

10億9606万4000円
10億1569万8000円

16億8948万円

12億7726万7000円

12億8112万8000円

13億7790万3000円

13億9549万2000円
16億5513万2000円

5億9723万3000円
6億3534万3000円

70億3586万7000円70億8428万4000円

10億2790万円10億6680万円

11億5687万4000円11億7112万6000円

4億5116万5000円
7億3824万1000円

6億4289万9000円
6億6907万6000円

7億3200万円
7億3100万円

8億5398万4000円
7億9029万8000円

122億5082万5000円 122億5082万5000円
119億68万9000円 119億68万9000円

一般会計歳入
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平成28年度   一般会  計予算を可決
歳入歳出それぞれ119 億68 万9000円　    前年度比 2.9％減

新芳会

厳しい財政状況にあり
ながら、健康長寿事業、認知症予防
の各種事業、聴覚障がい者に配慮し
た事業、雑木林保全のトラスト保全
第14号地用地費、三芳スマート IC
フル化の測量、設計費用など評価で
きる。一部団体への削減等もあるが、
財政好転時には、これまでと同様の
助成を要望し、賛成する。

賛
成

公明党

　財政状況厳しい中、
三芳スマート IC関連の測量・設計・
交差点改良、デマンド交通の継続、
公立保育所の民営化検討委員会の
設置等、要望してきた事業が予算
化されており評価する。今後も更
なる町民福祉の増進に努め、定住
人口の増加へ尽力されるよう要望
し、賛成する。

賛
成

広報配布委託料� 281 万円
ふるさと納税寄附謝礼� 240 万円
みずほ台駅西口エレベータ設置事業負担金� 1040 万円
自主防災組織育成補助金� 66 万円
デマンド交通運行業務委託料� 1348 万円
手話通訳者派遣事業委託料� 654 万円
標準宅地鑑定評価業務委託料� 1137 万円
社会福祉協議会補助金� 5277 万円
あいサポート運動推進事業委託料� 157 万円
緊急時連絡システム通報装置借上料� 332 万円
こども医療費審査支払業務委託料� 535 万円

主 な 事 業 （ 歳 出 ）
健康長寿事業� 3000 万円
住宅用太陽光発電システム設置補助金� 150 万円
ふじみ野市・三芳町環境センター運営負担金
� 1 億 4664 万円
農業改善事業補助金� 1000 万円
橋梁補修設計業務委託料� 1849 万円
スマート IC 関連測量・設計等委託料� 5762 万円
富士塚土地区画整理組合公共施設管理者負担金
� 2 億 2372 万円
トラスト保全第 14号地購入費� 2 億 2000 万円
体育施設及び文化会館指定管理委託料� 1 億 2925 万円

町税

町債

国庫支出金

繰入金

県支出金

地方消費税交付金

その他

民生費

総務費

衛生費

教育費

公債費

土木費

消防費
その他

平成 27年度 平成 28年度 平成 27年度 平成 28年度

2億9628万5000円
2億7308万9000円

41億4428万円 40億6332万2000円

17億5086万3000円 16億293万5000円

10億9606万4000円
10億1569万8000円

16億8948万円

12億7726万7000円

12億8112万8000円

13億7790万3000円

13億9549万2000円
16億5513万2000円

5億9723万3000円
6億3534万3000円

70億3586万7000円70億8428万4000円

10億2790万円10億6680万円

11億5687万4000円11億7112万6000円

4億5116万5000円
7億3824万1000円

6億4289万9000円
6億6907万6000円

7億3200万円
7億3100万円

8億5398万4000円
7億9029万8000円

122億5082万5000円 122億5082万5000円
119億68万9000円 119億68万9000円

一般会計歳出
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特別委員会審査の主な意見・質疑

に
協
力
し
て
頂
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

教
育
費

問

国
際
交
流
の
海
外
派
遣

を
15
名
か
ら
10
名
に
減
少
し

た
理
由
は
。

答

3
分
の
2
に
縮
小
し
た

が
先
ず
は
継
続
し
て
い
く
こ

と
を
前
提
に
予
算
化
し
た
。

民
生
費

問

埼
玉
土
建
や
建
設
国
民

健
康
保
険
組
合
へ
の
補
助
金

の
根
拠
は
何
か
。

答

福
利
厚
生
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
支
出
し
て
い
る
。

問

家
庭
児
童
相
談
員
の
体

制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答

保
健
師
・
助
産
師
の
２

名
と
職
員
で
電
話
や
窓
口
相

談
を
受
け
る
体
制
が
出
来
て

い
る
。

衛
生
費

問
余
熱
利
用
施
設
の
送
迎
バ

ス
運
営
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

答

利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
協
議
し
て
い
く
。

農
林
水
産
費

問

６
次
産
業
支
援
事
業
が

減
額
さ
れ
た
要
因
は
。

答

加
工
品
開
発
が
難
し
く

他
の
農
業
支
援
に
活
用
し
て

い
く
。

土
木
費

問

ト
ラ
ス
ト
保
全
第
14
号

地
の
管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
隊

応
す
る
か
。

答

結
果
を
見
て
職
場
環
境

の
見
直
し
や
改
善
を
行
う
。

問

藤
久
保
第
５
区
と
み
よ

し
台
第
１
区
の
集
会
所
修
繕

が
行
わ
れ
る
が
そ
の
他
の
区

よ
り
要
望
は
あ
る
の
か
。

答

ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
畳

の
傷
み
な
ど
の
改
修
が
５
件

ほ
ど
。

問

新
た
に
設
置
さ
れ
る
み

ず
ほ
台
駅
西
口
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
い
つ
ご
ろ
利
用
で
き

る
の
か
。

答

平
成
29
年
４
月
か
ら
。

問

防
犯
灯
を
一
括
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
し
て
は
ど
う
か
。

答

今
後
エ
ス
コ
事
業
を
検

討
し
て
い
く
。

※
エ
ス
コ
事
業
と
は
…
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
改
修
に
か
か
る
す

べ
て
の
経
費
を
光
熱
水
費
の

削
減
分
で
賄
う
事
業
の
こ
と
。

・‌�

契
約
事
務
に
関
し
て
は
、

変
更
を
伴
う
契
約
を
締
結

す
る
場
合
に
は
、
費
用
対

効
果
を
十
分
に
精
査
し
、

契
約
す
る
事
業
者
等
へ
毅

然
と
し
た
態
度
で
臨
む
こ

と
。
ま
た
、
住
民
に
対
し

て
の
丁
寧
な
内
容
説
明
を

併
せ
て
求
め
る
。

・‌�

経
費
削
減
の
た
め
の
徹
底

し
た
民
間
化
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

・‌�

一
部
団
体
や
事
業
で
は
大

幅
な
削
減
も
見
受
け
ら
れ

た
が
、
厳
し
い
財
政
難
の

中
、
各
課
と
も
苦
心
し
て
つ

く
ら
れ
た
予
算
案
で
あ
る
。

●‌�

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
と
お
り
「
可
決

す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
た
。

寄
附
金

問

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

を
増
や
す
施
策
は
。

答

謝
礼
品
の
拡
大
を
図
る
。

総
務
費

問

役
場
職
員
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
ど
う
対

特 別 委 員 会 審 査 の 主 な 意 見・ 質 疑
・‌�
各
課
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
折
り
込
み
委

託
料
に
つ
い
て
は
、
単
価

を
統
一
す
る
こ
と
。

・‌�

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
借
上
げ
料
に
つ
い

て
は
、
庁
舎
内
で
統
一
す

る
こ
と
。

・‌�

ひ
と
り
親
家
庭
、
生
活
困

窮
者
世
帯
の
子
育
て
支
援

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

・‌�

財
政
再
建
に
向
け
て
、
起

債
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
。

・‌�

過
去
の
踏
襲
に
と
ら
わ
れ

な
い
大
胆
な
事
業
の
再
考

が
必
要
で
あ
る
。

・‌�

財
政
再
建
に
向
け
て
、
職

員
の
意
識
改
革
が
必
要
で

あ
る
。

主
な
意
見

主
な
質
疑
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予
算
総
額

7
億
７
４
８
０
万
８
０
０
０
円

（
対
前
年
度
比　
4
・
23
％
減
）

問

ポ
ン
プ
場
耐
震
補
強
等
設

計
業
務
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い

て
、
こ
ち
ら
は
平
成
27
年
度
に

耐
震
診
断
を
し
て
、
平
成
28
年

度
に
耐
震
補
強
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
計
上
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
が
、耐
震
結
果
と
状
況
は
。

答

建
屋
に
つ
い
て
は
問
題
な

い
と
の
診
断
結
果
だ
が
、
中
の

水
槽
の
部
分
の
壁
が
倒
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
上

部
に
要
補
強
と
い
う
診
断
結
果

が
出
て
い
る
。

予
算
総
額

50
億
５
８
９
６
万
１
０
０
０
円

（
対
前
年
度
比　
0
・
31
％
減
）

問

●
前
期
高
齢
者
交
付
金
が
、

前
年
度
と
比
べ
１
億
９
７
０
０

万
円
減
少
し
て
い
る
が
、
制
度

改
正
が
原
因
な
の
か
加
入
者
の

減
少
が
原
因
な
の
か
要
因
は
。

答

減
に
つ
い
て
の
要
因
だ
が
、

計
算
方
法
と
し
て
２
年
前
の
精

算
が
あ
り
、
２
年
前
の
精
算
額

が
前
年
度
に
比
べ
１
億
９
０
０

万
円
程
減
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
要
因
が
一
番
大
き
い
。
ま
た

２
年
前
は
交
付
金
が
多
か
っ
た

の
も
要
因
で
あ
る
。

予
算
総
額

3
億
８
３
０
０
万
円

（
対
前
年
度
比　
5
・
28‌

%‌

増
）

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

予
算
総
額

21
億
５
５
６
７
万
５
０
０
０
円

（
対
前
年
度
比　
11
・
79‌

%‌

増
）

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
業
務
委
託
料
と
し
て

３
０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
４
月
か
ら
の
１
年
間

分
な
の
か
。

答

４
月
か
ら
２
か
所
で
行
わ

れ
る
。
区
域
が
1
地
区
、
2
地

区
で
行
わ
れ
、1
地
区
が
上
富
、

北
永
井
全
域
、藤
久
保
第
3
区・

第
6
区
。
2
地
区
が
竹
間
沢
、

み
よ
し
台
、
藤
久
保
第
1
区
・

第
2
区
・
第
4
区
・
第
5
区
と

な
っ
て
い
る
。
1
年
間
の
委
託

料
は
１
５
０
０
万
円
と
３
職
種

（
主
任
介
護
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
・
保
健
師
・
社
会
福
祉

士
）
の
人
件
費
等
と
な
っ
て
い

る
。 介 

護 

保 

険

下
水
道
事
業

水
道
施
設
整
備　
予
算
総
額

・
資
本
的
収
入

3
億
３
９
６
１
万
２
０
０
０
円

・
資
本
的
支
出

5
億
１
２
９
０
万
３
０
０
０
円

問

給
水
停
止
通
知
書
と
あ
る

が
、
年
間
何
人
く
ら
い
の
方
が

給
止
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

年
間
２
～
３
件
で
あ
る
。

問

過
年
度
損
益
修
正
損
が

１
０
９
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
未
収
金
分
、
回
収

出
来
な
い
分
が
こ
こ
で
処
理
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答

そ
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
28
年
度
予
定
量

・
給
水
戸
数�

1
万
５
９
７
０
戸

（
対
前
年
度
比 

0
・
63
％
増
）

・
年
間
総
給
水
量�

�

５
５
４
万
８
０
０
０
㎥

（
対
前
年
度
比 

0
・
4
％
増
）

・
１
日
平
均
給
水
量�

�

1
万
５
２
０
０
㎥

（
対
前
年
度
比 

0
・
66
％
増
）

給
水
事
業　
予
算
総
額

・
収
益
的
収
入

8
億
６
１
１
６
万
９
０
０
０
円

・
収
益
的
支
出8億

３
６
３
２
万
円

後
期
高
齢
者
医
療

水
道
事
業
会
計

日
本
共
産
党

　
平
成
27
年
の
9
月
定
例
会
で
、
下

水
道
使
用
料
の
従
量
料
金
が
各
10
円

値
上
げ
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

平
成
28
年
度
下
水
道
使
用
料
は
、
前

年
度
と
比
べ
る
と
増
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
増
の
う
ち
約
3
8
0
0
万

円
が
住
民
へ
の
値
上
げ
分
と
な
る
。

基
金
残
高
が
約
1
億
円
以
上
あ
る
中

で
の
繰
入
金
の
減
額
と
住
民
負
担
増

は
認
め
ら
れ
な
い
。
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平成27年度　補正予算／条例

平
成
27
年
度

議
案
第
１
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
８
億
６
１
８
２
万
５
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
４
１
億
５
９
９
０
万
４
０
０
０

円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

　
祉
給
付
金�

９
３
０
０
万
円

②
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰

　
出
金�

５
０
９
３
万
円

③
広
域
ご
み
処
理
施
設
等
建
設

　
事
業
費

�

８
億
２
２
４
１
万
円

④
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
積
立
金

�

４
１
０
万
円

議
案
第
２
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
０
９
３
万
３
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

５
１
億
５
４
６
５
万
６
０
０
０

円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

�

２
４
７
０
万
円

②
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

�

２
６
２
３
万
円

議
案
第
３
号

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
２
４
７
万
８
０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

３
億
６
６
５
７
万
６
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
納
付
金�

２
４
７
万
円

議
案
第
４
号

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
４
０
４
４
万
６
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
８
億
５
２
６
６
万
８
０
０
０

円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①
下
水
道
整
備
基
金
積
立
金

�

８
１
５
万
円

②
一
般
会
計
繰
出
金

�

２
５
０
０
万
円

議
案
第
５
号

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

収
益
的
収
入
の
予
定
額
に

１
６
９
万
５
０
０
０
円
を
追
加

し
、８
億
４
１
４
１
万
２
０
０
０

円
と
し
、
収
益
的
支
出
の
予
定

額
に
３
６
万
６
０
０
０
円
を
追
加

し
、８
億
４
７
５
４
万
７
０
０
０

円
と
す
る
も
の
。

　

資
本
的
収
入
の
予
定
額
に

６
９
０
０
万
円
を
追
加
し
、

５
億
３
３
４
９
万
９
０
０
０
円

と
し
、
資
本
的
支
出
の
予
定
額

に
５
万
８
０
０
０
円
を
追
加

し
、５
億
９
２
３
３
万
９
０
０
０

円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

収
益
的
収
入

①
基
礎
年
金
拠
出
金

�

１
６
９
万
５
０
０
０
円

資
本
的
収
入

①
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策

　
事
業
補
助
金

�

６
９
０
０
万
円

議
案
第
8
号

三
芳
町
行
政
不
服
審
査
会

条
例

　
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
い
、
三
芳
町
行
政
不
服
審
査

会
を
設
置
す
る
た
め
、
本
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

議
案
第
11
号

三
芳
町
介
護
手
当
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
手
当
の
額
を
、
要
介
護
者
一

人
に
つ
き
、
月
額
８
０
０
０
円
か

ら
月
額
５
０
０
０
円
に
改
め
る
。

条

例

補
正
予
算

日
本
共
産
党

　
在
宅
要
介
護
者
（
要
介
護

認
定
4
、
5
の
方
）
を
介
護

し
て
い
る
方
に
対
し
、
介
護

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
負
担
の
軽

減
を
図
り
住
民
福
祉
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
月
額
８
０
０
０
円
を
支

給
す
る
条
例
。

　
要
介
護
4
、
5
の
方
を
介

護
さ
れ
て
い
る
方
々
の
苦
労

は
計
り
知
れ
な
い
。よ
っ
て
、

支
給
額
の
減
額
に
は
賛
成
で

き
な
い
。
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条例

議
案
第
13
号・第
14
号・第
15
号

・
町
長
及
び
副
町
長
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
三
芳
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長

の
期
末
手
当
の
支
給
率
の
変

更
、及
び
人
事
院
勧
告
に
従
い
、

一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例

を
一
部
改
正
す
る
。

議
案
第
18
号

三
芳
町
人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
の
公
表
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
条
例
の
「
勤
務
成
績
の

評
定
」
を
削
り
「
職
員
の
人
事

評
価
の
状
況
」
を
加
え
る
、「
不

服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」

に
改
め
る
な
ど
、
三
芳
町
人
事

行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

議
案
第
19
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　
三
芳
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
を
、
平
成
28
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
28
年
9
月
30
日
ま
で

引
き
続
き
三
芳
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
指
定
す
る
も
の
。

第
６
号
議
案
（
撤
回
）

三
芳
町
第
５
次
総
合
計
画

基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
つ
い
て

　
第
5
次
総
合
計
画
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
字
句
の
修
正
と

写
真
の
入
れ
替
え
な
ど
が
必
要

と
な
り
、
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
正
後
に
第
29
号
議
案
と
し

て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
29
号

三
芳
町
第
5
次
総
合
計
画

基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

に
つ
い
て

　
総
合
計
画
は
三
芳
町
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
重
要
な

計
画
で
す
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
は
、
地
方
自
治
法
で
作
成

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
第
4
次
総

合
振
興
計
画
に
基
づ
き
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
義
務
で
は
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
町
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
35
年
度
ま
で
の
8
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
5

次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

同 意 し ま し た
　任期満了に伴う三芳町公平委員会委員の選任につ
いて、議会に同意を求められましたので、適任と認
め同意しました。

　三芳町公平委員会委員� 吉野 茂夫 氏

日
本
共
産
党

　
地
方
自
治
体
の
精
神
で
あ

る
「
福
祉
の
向
上
」
が
、
基

本
構
想
の
基
本
理
念
に
は
、

残
念
な
が
ら
無
い
。
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
公
助
の

拡
大
は
難
し
い
、
行
政
改
革

を
進
め
、
自
治
体
経
営
を
目

指
す
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
住
民

負
担
増
に
通
じ
る
。
今
、
必

要
な
こ
と
は
、
社
会
保
障
の

充
実
で
あ
る
。

三
芳
み
ら
い

　
平
成
28
年
度
予
算
及
び
第

5
次
総
合
計
画
特
別
委
員
会

に
お
い
て
基
本
構
想
、
基
本

計
画
を
審
査
し
、
採
決
し
た

結
果
、
賛
成
多
数
で
「
可
決

す
べ
き
も
の
」
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
は
尊
重
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。
財
政
状
況
改

善
の
た
め
、
ま
た
町
の
特
性

を
生
か
す
た
め
選
択
と
集
中

に
よ
る
政
策
が
打
ち
出
さ
れ

た
こ
と
を
評
価
す
る
。

賛
成
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審議結果と議員ごとの賛否内訳

■平成 28年第 1回定例会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

　
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 新芳会

安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

菊
地　
浩
二

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

鈴
木　
　
淳

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

久
保　
健
二

報 　 告
第 1 号 専決処分事項の報告について 報告のみ

報 　 告
第 2 号 専決処分事項の報告について 報告のみ

報 　 告
第 3 号 専決処分事項の報告について 報告のみ

議 　 案
第 1 号 平成 27 年度三芳町一般会計補正予算（第 6 号） 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第 2 号

平成 27 年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算
（第 2 号）

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第 3 号

平成 27 年度三芳町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 2 号）

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第 4 号 平成 27 年度三芳町下水道事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第 5 号 平成 27 年度三芳町水道事業会計補正予算（第 3 号） 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第 6 号 三芳町第 5 次総合計画基本構想及び基本計画について 撤回

議 　 案
第 7 号 三芳町消費生活センターの組織及び運営等に関する条例 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第 8 号 三芳町行政不服審査会条例 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第 9 号 三芳町行政不服審査法関係手数料条例 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第10号 職員の降級に関する条例 原案

可決 ○○議
長○○×××○○○○○○○

議 　 案
第11号 三芳町介護手当支給条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○○議
長○××××○○○○○○○

議 　 案
第12号 三芳町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第13号

町長及び副町長の給与等に関する条例の一部を改正する
条例

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第14号

教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する
条例

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第15号 三芳町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

発 　 議
第 1 号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○×○○○

議 　 案
第16号

三芳町特別職の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

原案
可決 ○○議

長○×○○○○○○○○○○

議 　 案
第17号

職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を
改正する条例

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

○賛成　×反対
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議案等
番　号 議　案　等　名　称

　
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 新芳会

安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

菊
地　
浩
二

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

鈴
木　
　
淳

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

久
保　
健
二

議 　 案
第18号

三芳町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部
を改正する条例

原案
可決 ○○議

長○○×××○○○○○○○

議 　 案
第19号 指定管理者の指定について 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第20号 三芳町道路線の認定について 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第21号

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の
増加及び同組合の規約変更について

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

同 　 意
第 1 号 三芳町公平委員会委員の選任同意について 原案

同意 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第22号 平成 28 年度三芳町一般会計予算 原案

可決 ○○議
長○○×××○○○○○○○

議 　 案
第23号 平成 28 年度三芳町国民健康保険特別会計予算 原案

可決 ○○議
長○○×××○○○○○○○

議 　 案
第24号 平成 28 年度三芳町介護保険特別会計予算 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第25号 平成 28 年度三芳町後期高齢者医療特別会計予算 原案

可決 ○○議
長○○×××○○○○○○○

議 　 案
第26号 平成 28 年度三芳町下水道事業特別会計予算 原案

可決 ○○議
長○○×××○○○○○○○

議 　 案
第27号 平成 28 年度三芳町水道事業会計予算 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第28号

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する
条例の一部を改正する条例

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第29号 三芳町第 5 次総合計画基本構想及び基本計画について 原案

可決 ○○議
長○○×××○○○○○○○

陳 　 情
第 1 号 陳情書 配付のみ

陳 　 情
第 2 号 未来の有権者のための、模擬投票所設置に関する陳情 配付のみ

意 見 書
第 1 号 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書について 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

意 見 書
第 2 号 地方公会計の整備促進に係る意見書について 原案

可決 ○○議
長○○×××○○○○○○○

意 見 書
第 3 号

軽減税率の円滑な導入に向け事業者支援の強化などを
求める意見書について

原案
可決 ○○議

長○○×××○○○○○○○

意 見 書
第 4 号

非婚のひとり親世帯にも寡婦（寡夫）控除の適用を求める
意見書（案）

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

意 見 書
第 5 号

「ブラックバイト」から学生を守るための取り組みを
求める意見書（案）について 否決 ××議

長××○○○×××××××




